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家庭
か て い

学習
がくしゅう

の手引き
て び き

 
高学年用
こうがくねんよう

 
 

 

 家庭
かてい

学 習
がくしゅう

とは、学校
がっこう

から出
だ

す課題
かだい

の「宿 題
しゅくだい

」に加
くわ

え、 

家庭
かてい

で、自分
じぶん

で課題
かだい

を見
み

つけて取
と

り組
く

む、「自学自習
じがくじしゅう

」を含
ふく

め

た学 習
がくしゅう

です。自分
じ ぶ ん

の 力
ちから

を最大限
さいだいげん

に伸
の

ばすためには、授 業
じゅぎょう

だけでなく家庭
かてい

での 学 習
がくしゅう

も大切
たいせつ

です。 

 家庭
かてい

学 習
がくしゅう

が身
み

につくと、自分
じぶん

のペースで学
まな

び直
なお

したり、 

理解
りかい

をより深
ふか

めたりすることができます。 そして、学 習
がくしゅう

意欲
いよく

にもつながっていきます。 

 

 

 

 保護者
ほごしゃ

の皆様
みなさま

には、子
こ

どもたちの頑張
がんば

りを認
みと

め、励
はげ

まして 

いただきたいと思
おも

います。「学校
がっこう

」と「家庭
かてい

」の連携
れんけい

で、 

子
こ

どもたちが自信
じしん

と誇
ほこ

りを持
も

てるようにしていきたいです。 

ご理解
りかい

、ご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。 

家庭
かてい

学 習
がくしゅう

について 
 

保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

へ 



家庭
かてい

学 習
がくしゅう

を始
はじ

める前
まえ

に・・・ 

 

    

☆早寝
はやね

 早
はや

起
お

き をしましょう。 

     ☆ 朝 食
ちょうしょく

を 必
かなら

ずとりましょう。 

    

 

     ☆テレビを消
け

して始
はじ

めましょう。 

     ☆ 机
つくえ

の上
うえ

をきれいに片
かた

づけましょう。 

     ☆始
はじ

めと終
お

わりの時間
じかん

を決
き

めましょう。 

     ☆始
はじ

めたら、決
き

めた時間
じかん

は 集 中
しゅうちゅう

しましょう。 

     ☆丁寧
ていねい

に文字
も じ

を書
か

きましょう。 

 

 

 

 

家庭
かてい

学 習
がくしゅう

を習慣化
しゅうかんか

することが大切
たいせつ

です。 

毎日
まいにち

、学 習
がくしゅう

しましょう！！ 

 

学 力
がくりょく

アップは規則正
きそくただ

しい生活
せいかつ

が大切
たいせつ

です。 

 

家庭
かてい

学 習
がくしゅう

のポイント

ｔ 

 

 



 

 
 

 

○ 漢字
かんじ

    

○ 計算
けいさん

練 習
れんしゅう

    

○ 読書
どくしょ

(感想
かんそう

文
ぶん

) 

○ 視
し

写
しゃ

    

○ 日記
にっき

       

○ 調
しら

べたことを書
か

く 

○ テストの問題
もんだい

(特
とく

に間違
まちが

えた)をもう一度
いちど

解
と

く 

○ 授 業
じゅぎょう

で 学 習
がくしゅう

したことをもう一度
いちど

ノートで 復 習
ふくしゅう

する 

○ ローマ字
じ

を覚
おぼ

える 

○ ４７都道府県
とどうふけん

と県 庁
けんちょう

所在地
しょざいち

を覚
おぼ

える 

○ ことわざ・四
よ

字
じ

熟語
じゅくご

・百 人 一 首
ひゃくにんいっしゅ

を覚
おぼ

える 

○ 新聞
しんぶん

を読
よ

んで、記事
き じ

に関
かん

するコメントを書
か

く。 

こんな学習
がくしゅう

をしましょう！！ 


